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情報発信の狙いと実績
水辺の生きものの調査結果を情報発信することにより、
水環境に対する市民の関心を高め、
環境配慮意識の向上を図り、環境保全に向けた行動を
促す。

ねらい

R6の主な実績
啓発動画の作成

川崎みなと祭りでの出展



啓発動画の作成
課題

●動画により、市民に関心の高い「水生生物」をテーマに、地域ご
との水環境を伝え、環境を大切にする意識を醸成する。

出典︓大気、水などの環境に関するアンケート
（令和元（2019）年度調査）

・水環境への市民の満足
度が５割未満
・特段の関心を示していな
い市民が一定数いる

市民の水環境への関心を
高める必要がある。



啓発動画の作成と活用
R6 新規作成 （3月中公開予定）

・干潟編
（多摩川の河口干潟）

・湧水地編
（黒川よこみね緑地）

・中流編（二ヶ領用水や多摩川二子橋周辺）
→慣れ親しんだ川に棲む身近な生物の水環境を発信

出前授業、環境教室に活用

公開中



動画イメージ

黒川よこみね緑地

湧水地ならではの貴重な生物の水環境を発信

１.「水辺のある里山を守る会」の方に
よる湧水地についての解説

２.現地の貴重な生きものの紹介
３.水環境を脅かす外来種について説明
４.現地に残る豊かな自然環境を大切に
守っていく必要があることを伝える

湧水地編

撮影場所
内容



１.干潟についての解説
２.多摩川河口の干潟に棲む
多様な生き物の紹介

３. 課題とみなさんができることを伝える
（大師河原干潟館の館長様より）

多摩川の河口干潟

河口干潟に棲む多様な生物の水環境を発信

干潟編

撮影場所
内容

動画イメージ



川崎みなと祭りへの出展 2024.10.12-10.13
・第5１回川崎みなと祭り（東扇島東公園）にて環境ブースを出展 （2回目）
・環境教室や展示を通じて本市の生物調査研究の結果等を市民に伝え、環境意識の向上を
図った。（2日間で約530名来場）

特別解説付き
タッチプール アサリの教室 マイプラ

万華鏡づくり

色々な貝から
アサリを見つける

万華鏡の完成︕当日に潜水して捕獲
した生物たち

・産学公民連携の共同研究者である
スナイプバレー合同会社と連携



アンケート結果について
Q.ブースの感想を教えてください。

全ブースで肯定的な意見

楽しかった・勉強になった（多数）

子どもが興味を持ったので毎年開催してほしい︕
来年もあるなら是非行きたい︕

ごみを減らさないといけないと改めて思った
これまで海のごみを見る機会がなかったので驚いた

身近な場所で研究されていることに驚いた

回答者52名から抜粋

ブース内容として適切



・東扇島東公園周辺海域における生物相の
調査、および海洋プラスチックごみや温暖化な
どの影響に関する調査
・本市の「連携型共同研究事業」として実施

（参考）スナイプバレー合同会社との連携について

研究内容

研究期間
・令和5年4月1日〜令和8年3月31日
・令和6年度は4月、6月、 8月、 12月、 2月に潜水調査および砂浜の調査を実施。

目的
・本市は一般市民が海に親しめる場所が少ないため、市民の海の環境に対する関
心は薄い。
・海の生物や、海洋プラスチックごみや海水温の温暖化等の影響について調べ、結
果を市民に広く周知し、日常での行動を変容させていく。
・東扇島東公園人工海浜周辺を、海の環境学習のフィールドとして確立していく。



調査範囲

（参考）調査結果の一例

東扇島東公園人工海浜


